
今年
こ と し

の放
ほう

哉忌
さ い き

では『放
ほう

哉
さい

書簡
しょかん

と層雲
そううん

記事
き じ

で―赴
おもむ

く前
まえ

と事
じ

情
じょう

が違
ちが

ったか―』と題
だい

して、朗
ろう

読
どく

・座
ざ

談
だん

会
かい

が開
かい

催
さい

されました。 

放哉は須磨
す ま

寺内
でらない

の勢力
せいりょく

争
あらそ

いに巻
ま

き込
こ

まれ大正
たいしょう

１４年３月頃
ごろ

、寺
てら

を去
さ

ることとなりました。その後
ご

、

福井県
ふくいけん

小浜
お ば ま

の常
じょう

高寺
こ う じ

の寺男
てらおとこ

になるも破産
は さ ん

寸前
すんぜん

の寺だったため、約２ヶ月ほどで京都
きょうと

に戻
もど

ることになり

ました。そして荻原
おぎわら

井泉水
せいせんすい

の紹介
しょうかい

、小豆島の井上
いのうえ

一二
い ち じ

や杉本玄々子
すぎもとげんげんし

の厚意
こ う い

により、大正１４年８月南郷
みなんご

庵
あん

での生活
せいかつ

が始
はじ

まりました。 

この経緯
け い い

について、放哉の書簡と、「層雲」に掲載
けいさい

された井泉水・玄々子の記事が朗読されました。小

豆島に来
く

ることはすんなりと決
き

まったわけではなく、一二と玄々子が来島
らいとう

を断
ことわ

ろうとしていた時、その

返事
へ ん じ

を待
ま

たず来
き

てしまった放哉。最終的
さいしゅうてき

には台湾
たいわん

行
いき

も決意
け つ い

していながらも、とりあえず、という形
かたち

で

始
はじ

まった生活
せいかつ

だったのです。 

また、常高寺が破産寸前の寺であったことを知
し

らなかった放哉にとって、それもまた「赴く前と事情

が違った」という事
こと

だったのではないでしょうか。 

もうすぐ放哉の入
にゅう

庵
あん

記念
き ね ん

日
び

〚８月２０

日〛です。朗読された書簡と記事は、赴
 

く

までの過程
か て い

が分
わ

かり易
やす

く構
こう

成
せい

されており、

「放哉」南郷庵友の会会報
かいほう

３３号に掲載
けいさい

さ

れています。記
 

念館にありますので、ぜひ

読
よ

んで放哉や支援者
しえんしゃ

の気
き

持
も

ちを感
かん

じなが

ら入庵日を迎
むか

えませんか。 

  

第２２回放哉ジュニア賞優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

作品展
さくひんてん

が終 了
しゅうりょう

しました。子どもたちの日
にち

常
じょう

が

上
う

手
ま

く表
ひょう

現
げん

されていましたね。前
まえ

向
む

きで明
あか

るい句
く

があったり、哲
てつ

学
がく

的
てき

な句だった

り、未来
み ら い

への希望
き ぼ う

だったり。どんな 状 況
じょうきょう

だったのか、また、その気
き

持
も

ちを考
かんが

え

てみると、どんどん想像
そうぞう

が膨
ふく

らんでいきました。展示
て ん じ

していたのは優秀賞だけで

したが、一覧
いちらん

冊子
さ っ し

には各賞
かくしょう

の作品
さくひん

を掲載
けいさい

しています。たくさんの句に触
ふ

れること

は上達
じょうたつ

にもつながります。勿論
もちろん

、ジュニア賞だけでなく放哉さんの句集
くしゅう

、それ以外
い が い

の俳人
はいじん

の作品もぜひ読
よ

んでみてくださいね(*^_^*) 
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●放哉だより発行日  

□記念館休館日 □資料館休館日 

お詫び 

第２２回放哉ジュニア賞にて、受賞者のお名前を

誤って記載しておりました。大変申し訳ございませ

んでした。 

お詫びして訂正いたします。 

 

・一覧冊子４ページ 正 入川希心 

          誤 入川希子 

・大空～放哉だより～１４０号 


